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[学校教育における木材加工 (木工 ･工作を含む)学習指導のための技術的基礎研究 (第31報) TechnicalandFundamentalStudies
onEducationofWoodWorkingTechnicalEducationLessonsofschool,XXXI.]とする｡上記の研究 (第30報)および標記の研究
(XXVI)は,長崎大学教育学部紀要 一自然科学一 第70号 31- 35 (2004.3)に掲載.
































































*1 工具す くい面の切削応力分布を測定するための分割工具による切削実験 とは別に,工具刃先を分割 していない通常工具による切削実
験をも行った｡通常工具による切削抵抗の測定値は,分割工具による切削抵抗の測定値 と対比させ,分割工具による実験結果を判断する
場合の補助 として用いた.それらの工具によって測定される切削抵抗を,Fig.1に模式的に示す｡図のように,分割工具は,その切れ刃







の心材部,気乾比重 (平均値)0.49,含水率 (平均値)ll.9%,平均年輪幅 1.1mm,晩材率 (平均値)54.0%,板厚 9-12mmの柾目材
あるいは追柾材 (Fig.2において,OQ≦q'3≦20D)とを用いたO
上記各供試板材から,Fig.2のように,繊維傾斜角 pl(木材の繊維走向と切削方向の交差角度)が 00-1800の範囲で,Ooから50間隔
おきに変化する1組 3- 5個の試験片を木取 りしたOしたがって,P1-00,1800はそれぞれ材の木表面,木裏面から繊維走向と平行に切
削する縦切削を意味し,また,Oo<pl<900は順目切削,甲1-90Oは木口切削,900<Pl<1800は逆目切削,をそれぞれ意味する.なお,
試験片の切削幅 ∂の大きさは,工具刃先 (とくに,分割工具の TZナイフ)の剛性保持に影響をおよぼす｡この研究では,刃先の剛性を
保持できる bとして,6-12mmの範囲を採用したo
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3.3 刃先先端付近に占める切削抵抗の割合
刃先先端付近に占める切削抵抗の全切削抵抗に対する割合を,次式によって求めた｡










3.4 被削材の織維傾斜角 plの変化に伴 うすくい面の摩擦係数の変化
得られた切削応力 ♂および rの分布から,す くい面の摩擦係数 〃を次式により求めた｡
FL- T/0 (6)
㍗,Oは,(4)式で表され,しかもβd･≒ βT(Fig.4参照)であるから,(6)式のFLは,
〃 ≒ αr/α♂ (7)
で表し得る｡ したがって,〃は,刃先からすくい面の距離 ♂には無関係 となり,す くい面












p - F/N-(a,･2cPp)/(aN･2cBN) (8)
となるo β F≒CN(Fig.4参照)であるから,(8)式は,
FL % a,/aN (9)
となり,分割工具による切削では,T2ナイフすくい面長さ名は,〃の変化には無関係 とな
る｡このことは,刃先先端付近に占める切削抵抗の割合からも明白である｡即ち,Ⅳ の比
rN,Fの比 rFが,rN ≒ rF(Fig.7参照)であるから,(5)式に基づくと,pは,
p-恕 ≒ 恕 (10)
となり,A -0.3mm,ec-孔 のいずれのT2ナイフによる切削でも,FLは,等しい値を示すこ
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とになる｡ したがって,(9)式による 〟は,(2)式による 〃と同一 と考えられる｡
さらに,(7)式の αo･(-aN･βN),αT(-a,･βF)および (9)式の aN,aFとの関係か ら,
FL ≒ αT/α6≒ aF/ aN (ll)
となるから,(7)式によるpと,(9)式による ′‖ま,近似的に一致する｡以上のように,(2)
式,(7)式および (9)式によるそれぞれの 〃は,同一の値 を示す と考 えられる｡
そこで,実験 を基にして,(7)式による 〃を,(9)式による 〃,および(2)式による 〃と比
較 して,Fig.8に示 した｡ これ らの 3通 りの測定方法では,〃の変動は著 しいが,いずれ
も plに対する pの変化の傾向がよく類似 し,(7)式によるす くい面の摩擦係数 と,(9)式あ
るいは(2)式による摩擦係数は,ほぼ同一の値 になる,と考えられる｡したがって,この種






















-800- 900(木口切削)および甲1-1100- 1500(逆目切削)で極めて大となる傾向を示した (Fig.5).
(3)刃先先端付近に占める切削抵抗の割合 (垂直力Nの比 rNおよび摩擦力Fの比 r,)は,rN≒r,と考
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